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学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ 学校関係者評価委員会は、令和４年度学校自己評

価に基づく学校関係者評価を実施致しましたので、ご報告致します。 

                                    令和５年１２月２０日 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ 

学校関係者評価委員会 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて専門学校穴吹コンピ

ュータカレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹コンピュータカレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評

価の結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会  

（委員） 

佐藤 扶美  香川県立高松東高等学校校長 

 石元 啓介  株式会社穴吹カレッジサービス ソフト開発事業部 

 田中 雅子  株式会社たかせんテレコム 業務部 

 細川 翔登  株式会社ジーン 

 島  薫   本校卒業生 

 富田 武久  本校在校生保護者 

  

 （学校教職員） 

 佐戸 三千代  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 校長 

 森川 和哉  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 副校長 

 塩田 和正  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 教務課長 

 榎本 靖之  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 教務課長 

  

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 開催日時 令和５年１２月２０日（水）１４：００～１６：００ 

 開催場所 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ ２０１教室 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照） 

当校の｢教育理念｣、｢目的｣及び｢令和４年度の目標と計画｣について説明。各自己評価項目について｢評価

結果（総括）｣、と｢取組状況とその分析｣、｢今後の改善方策等｣について報告。書式は、香川県版一般社

団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施。   

各評価項目について、「A」十分である 「B」おおむね十分である 「C」やや不十分である 「D」不

十分である の４段階にて評価。 



 

 

 

５．副校長より本校を取り巻く状況について説明 

 ・教育理念･目的･育成人材像 

   ゲームクリエーター学科…令和 6 年度からデザインカレッジに移設 

 

・教育環境 

   全教員に Ipad 支給、大型モニター・専攻用機材導入を行った。学生の取り組みとしては、パソコン

インストラクター演習、住宅展示場見学、株式会社きむらの売り場のマーケティングの他、あなぶ

きハウジングで穴吹グループのバックアップ、四国航空や高松インターナショナルスクール等での

インターンシップにも力を入れている。 

 

 ・学生募集 

   コンピュータカレッジ…出願状況は昨年対比 82%、社会人入学は令和 4 年 6 名、令和 3 年 10 名 

 

・社会貢献・地域貢献 

    文部科学省事業「専門学校と高等学校の有機的連携プログラム開発と実証事業」を実施。 

    連携高等学校…観音寺総合高校、琴平高校、尽誠学園高校、飯山高校、香川中央高校、高松東高校、 

高松中央高校、小豆島中央高校 

    他に、イオンモール綾川でのイベント実施、子ども向けドローンプログラミング講座の実施など 

 

６．添付資料について説明 

①自己評価報告書について 

本校自身で行った自己評価について学校をサポートしている皆様から意見をいただきたい。 

コンピュータカレッジ評価 A であった。 

 

○外部委員より意見・質問 

 ①細川委員 

  去年と比べて、新しく生徒を取り入れようとする姿勢が良くなっているので会社としても見習いたい。

高校だけでなく企業とも連携を行い、目に見える形になればより良くなると思う。 

  

②島委員 

  評価委員会の資料の中で前回との比較が見たい。学校が変わっているのに評価内容が変わっていない

のは、評価項目が合っていない。評価 C の項目をどのようにして B にするかを課題として、大事にし

てほしい。また、保護者の方の学校への関心度が薄いように感じる。保護者の「どちらでもない」が

多い項目を深掘りすると改善につながるのではないか？ 

→評価については満足度をいかにして図るかがポイントとなるが、現在の評価基準は行動経済学に

基づいており、保護者アンケートは口コミ要素が高いという観点から作成されている。保護者の

関心度については、保護者会を開催しているが、少しずつ保護者の方にも教育に携わっていただ



くようにする。第三者評価をしっかりととれるよう、選定から始め、少しずつ準備を行う。各省

庁からの評価という意味では第三者評価がすでに行われているが段階的に行っていく。 

 

 

貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教職員一

同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

以上 


